
Hirado-City Future creation compass

1

平戸市未来創造羅針盤

※基本構想は、平成30年度から令和9年度までの計画です。

基本構想

第1編



第1部

まちづくり未来図
～10年後の平戸市のすがた～

第１章　平戸市が描く未来

第２章　未来へのチャレンジ

第３章　市民からみた未来への意見

第４章　未来への航海

まちづくり未来図
～針路を見定める～

あなたと私の

　10年後の未来を想像してみてください。

　私たちはどう生きているのでしょうか？　夢は叶ってい
るのでしょうか？

　私たちが住んでいる平戸はどのようなまちになってい
て、私たちはどう暮らしているのでしょうか？

　代々、平戸で暮らしてきた人々は、優しく、大きな海に抱
かれながら、この地で様々な夢を描いてきました。そしてい
まを生きる私たちも、それぞれの夢を想いながら暮らして
います。その夢を叶えるため、新しい「まちづくり未来図」を
描きます。

　「まちづくり未来図」では、これまでの航海を振り返りな
がら、「未来」という大海原への荒波を乗り越え、たしかな平
戸を実現するために、私たちの進むべき針路を見定めます。

　“子どもたちの元気な笑顔、人々の明るい笑い声に満ち
た、夢あふれる未来のまちの創造”

　私たちの夢を叶えるため、そして次の10年とその先にあ
る未来のために、「誰かが」ではなく「私が」やるばい！の思
いで、希望ある明るいまちに向かって進んでいきましょう。
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第1章

平戸市が描く未来

平戸市未来創造羅針盤が描く未来像

夢あ ふれる
未来 のまち
平戸

やるばい!  平戸! !
　 これまで、平戸市を取り巻く社会情勢はめまぐるしく変化してきました。

今後、さらに複雑化、多様化していくことも予測されることから、新しい理

念を共有し、長期的な視点でまちづくりを進めていかなければなりません。

　 「第 1 章 平戸市が描く未来」では、平戸市が目指す10年後のまちの未来

像と未来への想いを示しています。

　 平成17（2005）年の市町村合併後に策定された「第 1 次平戸市総合計画」では、

目指すべきまちの将来像として「ひと（ＨＩＴＯ）響きあう 宝島 平戸」を掲げ、「やらん

ば！平戸」を合言葉にまちづくりを進めてきました。

　 「第 １ 次平戸市総合計画」での10年間、目標の達成や成功を収めた取組みがあり

ますが、新たな挑戦を躊躇し、次の変革につなげられなかったこともありました。

　 また、現在の平戸市は、若者の都市部への流出による人口減少・少子高齢化の波

にのまれようとしており、そのことが地域コミュニティやまちのにぎわい、産業振興

などにも影響を及ぼしています。

　 まだ見ぬ新たな困難が、今後現れることも想定されます。「いまが良ければ」「自分

が良ければ」では、平戸市は時代の波とともに消えてしまいかねないのです。

　 私たち一人ひとりには、次世代を担う子どもたちが夢を持って未来を描くことが

できる平戸市をつくる責務があります。その覚悟と決意を持ち、私たちの郷土に誇

り（シビックプライド※）を持ち、「夢あふれる 未来のまち 平戸」を未来像として掲げ、

市民の誰もがずっと住みたいと思えるまちづくりに挑んでいきます。

※　シビックプライド：個々人がまちに抱く誇りや愛着のこと。
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夢あふれ る  未   来 の ま ち  平 戸

夢あふれる

6 7

　 「夢」という言葉は様々な場面で使われますが、平戸市にあっては私たちのい

まと未来を明るく照らす言葉であってほしいと願っています。

　 平戸市がもつ「歴史」「恵み」「祈り」をさらに輝かせることでシビックプライド

につなげ、全ての市民の様々な想いを叶えることができる「夢のようなまち」と

なるように、という願いが込められています。

未来のまち
　 私たちのあふれる夢を実現し、次世代につなげるには、これまでのルールや

枠にとらわれず、挑戦し続けていく姿勢が大事です。

　 他のどこの地域にもない「平戸らしさ」を磨き上げ、全ての市民が明るく元気

に活躍する未来を描いていけるように、という願いが込められています。
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未来の市長マニフェスト
その他、こんなマニフェストも
ありました。

中学生
アンケート

● 文化の盛んなまちにしたい。

● 歴史をPRして観光に力を入れたい。

● 高齢者が安心して暮らせるまちをつくりたい。

● 子どもが遊べる場所をつくりたい。

● にぎやかなまちをつくりたい。

● 道路や交通機関を整備して安全で便利なまちにしたい。

● もっと地域のつながりを大事にできるまちをつくりたい。

自　然

高校生
アンケート

● 高齢者の住みやすいまちにしたい。

● 雇用を増やして、みんなが働けるまちにしたい。

● 安心、安全な明るいまちにしたい。

● 地域の歴史と文化を受け継いでいくまちにしたい。

● 教育を充実させたい。

● 平戸のきれいな景色を市外、県外の人に知ってもらいたい。

● 次代の若者に合ったまちづくりをしたい。

未来を担う子どもたちの意見

※　中高生アンケートから「あなたが、もし平戸市の市長になったとしたら、これからどのようなまちを目指します
　　か?」という質問に対して多くみられた意見の順に記載しています。
※　アンケート結果は、平成28年10月に行った結果を掲載しています。

基
本
構
想

基
本
計
画

資
　
料
　
編

共通

1

2

3

4

5

6

地域

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

8 9

仕　事

チャレンジ

文　化

暮らし

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

星空を楽しめるような施設をつくり、星空を楽しむツアーを企画したい。

平戸の美しい自然やそこでとれる産品も大切にしながら、商店街が発達しているま

ちづくり。大きなショッピングモールなどはつくらず、他にはないようなまちをつく

りたい。

花などをたくさん植えて緑を多くしたい。

雇用拡大や教育に力を入れ、大人になって出て行く人より、残って平戸のために役

にたてるような人を生み出していきたい。

小中学校で農業・漁業の授業を取り入れ、地産地消のできるまちにしたい。

全国の待機児童を受け入れる。そのために平戸の産業を活性化させて移住しても仕

事ができるようにしたい。

平戸の誇れるものは、自然や文化歴史だけど、それに頼りきるのはどうかと思う。

それらを活かしながら観光やイベントなどで新しいことに挑戦していきたい。

介護ロボットやＡＩ※を搭載した機械を使い、もっと高齢者が安心して暮らせるよう

にしたい。そうすれば平戸市が、「老後安心して暮らせるまち」という評判が広がり、

若いうちから平戸市に住もうという移住者が増える。

平戸の文化を世界に広めたい。実現するために、テレビで放送する。

地域行事を増やしてできるだけ多くの人に参加してもらえるように呼びかけたい。

子どもたちが楽しく遊べるような公園やショッピングセンターをつくりたい。

平戸に住んでるみんなが一つになるように、あいさつを気持ちよく行うことが一番

だと思う。

高齢者や、障がいのある人が生活しやすいバリアフリーなまちにしたい。

※　ＡＩ（Artificial Intelligence）：人工知能のこと。
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第2章

未来へのチ ャ レンジ

　 平戸市が一つとなり、新たなまちづくりに挑戦し続けていくためには、

平戸市が目指すまちづくりの方向性を明確にすることが重要です。

　 「第 ２ 章 未来へのチャレンジ」では、第 1 章で掲げた未来像「夢あふれる 

未来のまち 平戸」を実現するため、3つの方向性を示しながら具体的な「ま

ち」づくりを目指します。

　 平戸市では、これまで市民にとって身近な問題を家族や隣近所、あるいは地域コ

ミュニティや行政サービスによって対応してきました。

　 しかし、社会が成熟し、価値観が多様化するなかで、少子高齢化や都市圏への人口

流出、核家族化などが進み、地域コミュニティが希薄になってきました。こうした状

況にきめ細やかに対応するには、行政の力だけでは十分とは言えません。市民一人

ひとりが新しいまちづくりの方法を知り、参加することが必要不可欠です。

　 私たち市民がやれることを率先して行い、行政とともに「みんなで手を取り合うま

ち」を目指します。

※　交通インフラ：道路や鉄道などの整備状況のこと。
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みんなで手を取り合うまち

　 平戸市は時代とともに多くの異国文化を受け入れ、独自の歴史と文化を生み出し

続けてきました。その歴史と文化はやがて豊かな自然とともに「宝」となり、平戸市

ににぎわいをもたらしました。しかし、時代の変遷とともにその輝きは失われつつあ

ります。

　 今後は、交通インフラ※の整備に伴う交流人口の拡大が予想されることから、平戸

市の「宝」にさらなる磨きをかけ観光振興を図るとともに、農林水産業をはじめとし

た第一次産業、商工業の活性化に向けた取組みを促進します。また、積極的な企業

誘致を行い、特産品の販路拡大に力を入れ、私たち市民が一体となって「にぎわい

をつくりだすまち」を目指します。

にぎわいをつくりだすまち

　 平戸市の人口減少を抑制するためには、市民がいつまでも「住み続けたい」、一旦

離れても「また帰って来たい」と思えるよう、平戸市に対する愛着や誇りを育ててい

くことが重要です。また、大都市や他の都市にはない平戸市独自の価値を見いだ

し、訪れる人々が「住んでみたい」と思えるような魅力的なまちづくりも必要です。

　 まちづくりの主役は私たち市民一人ひとりです。そこで、それぞれの地域の特性を

活かした学びの機会や、平戸市独自の歴史や文化、自然などに触れる機会を創出

し、「誇りを持てるまち」を目指します。

誇りを持てるまち
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第2章

未来へのチ ャ レンジ

　 平戸市が一つとなり、新たなまちづくりに挑戦し続けていくためには、

平戸市が目指すまちづくりの方向性を明確にすることが重要です。

　 「第 ２ 章 未来へのチャレンジ」では、第 1 章で掲げた未来像「夢あふれる 
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ひとりが新しいまちづくりの方法を知り、参加することが必要不可欠です。

　 私たち市民がやれることを率先して行い、行政とともに「みんなで手を取り合うま

ち」を目指します。

※　交通インフラ：道路や鉄道などの整備状況のこと。
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第3章

市民からみた未来への意見

　 本計画を策定するにあたり、平戸市のまちづくりにおける市民の意向を

把握するためアンケート調査を実施しました。

　 「第 ３ 章 市民からみた未来への意見」では、施策を展開するためのポイ

ントとなる市民の意見を記載しています。
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　 上の図は、各項目の満足度及び重要度について、回答者全員の平均値の分布を
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要」回答数×２点、「重要」×１点、「あまり重要でない」×－１点、「重要でない」×－２

点）を得点化し、回答者全員の平均値を項目ごとに算出しました。
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第4章

未来への航海

　 少子高齢化などの影響により、全国的に人口減少が進んでいます。人口

減少は、平戸市においても地域コミュニティの希薄化や主要産業の停滞な

ど様々な分野に影響を及ぼしており、加えて時代の急激な変化への対応

など、地域を取り巻く環境は厳しい状況にあります。

　 「第 ４ 章 未来への航海」では、平戸市を取り巻く社会情勢や市民アンケー

トをふまえ、未来像を実現するために取り組むべき５つの主要課題を示して

います。

　 日本の総人口は、約 1 億2,709万人(平成27(2015)年国勢調査 )と、平成20

(2008)年をピークに人口減少が進んでいます。今後、ますます人口減少が進むことが

予測され、本格的な人口減少社会を迎えることとなります。平戸市も例外ではなく、新た

な平戸市が誕生した平成17（2005）年に38,389人だった人口は、平成27(2015)

年では31,920人へと確実に人口減少が進んでいます。

　 また、人口減少とともに高齢化も急速に進んでおり、生活機能を維持する観点から

も、若い世代や働き盛り世代の流出を抑制していくことが求められます。

　 このようななか、平戸市では平成19(2007)年に「生涯学習都市宣言」を行い、生涯

学習によって培われた知識や能力を、地域文化の継承やまちづくり活動など様々な分野

で発揮することができる、未来の地域を支える人づくりに取り組んでいます。

　 これまで歴史や文化を継承し、そしてこれからも継承していく市民こそが平戸市の

「宝」であることから、今後さらに生涯学習への取組みを積極的に行うとともに、この地

に生きてまちを築いていく人材の育成を進めていきます。

基
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❶ 未来の羅針盤となる 人 をつくる
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　 平戸市は、美しく豊かな自然に囲まれており、海外交流などを示す歴史的遺跡をは

じめ数多くの文化財を有するなど魅力あふれるまちです。我が国では、平成28 

（2016）年の訪日外国人観光客が初めて2,000万人を超え、平戸市における外国人

宿泊者数も増加していることから、今後も外国人観光客の増加が予測されます。

　 市民アンケート調査結果をみると「地域の資源を活かした観光の振興」の満足度は低

く、重要度は高いという結果となっています。

　 平戸市では、平成26(2014)年に行った全国初の「CO²排出ゼロ都市宣言」のも

と、豊かな自然環境を保全しながら、今後は、平戸市が持つ自然や文化財などの地域

資源を最大限に活用し、魅力と価値を高め、情報発信するとともに、観光を強い産業に

育成し、多くの観光客が集う、交流とにぎわいの拠点づくりに取り組みます。

※　イノベーション：新しいものを生産する、あるいは既存のものを新しい方法で生産すること。
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❸ 魅 力 を描いた帆をあげる

　 国では、令和42(2060)年に1億人程度の人口を確保する中長期展望を表した長

期ビジョンを示し、施策の基本的方向や具体的な施策をまとめた「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」を策定しました。これをふまえ、全国のすべての都道府県・市町村におい

て、地方人口ビジョン及び地方版総合戦略の策定が求められました。人口減少と地域

経済縮小の克服、東京一極集中を是正するため、地方自治体自らが考え、責任を持っ

て戦略を推進することとなっています。このように地方分権が加速することで、地域の

独自性と個性が際立つ時代に突入していきます。平戸市も限られた財源と人材を有効

に活用しながら、市民の自主性を活かすとともに、市民との協働と創意工夫により特

色のある地域経営を進めていきます。

　 近年、日本経済はますますグローバル化し、情報通信技術によるイノベーション※の

進展などにより、産業構造は大きく変化しており、刻々と変化する時代の潮流に、的確

に対応していくことが求められています。

　 市民アンケート調査結果をみると「企業誘致や雇用対策、就業環境」の満足度は低

く、重要度は高いという結果となっています。今後も、新たな仕事を生み出すための企

業誘致、創業支援、及び市内企業などの振興に継続して取り組み、雇用創出につなげ

ていきます。

　 また、地域経済を支える産業である農林水産業については、地域資源の維持・活用や

担い手の確保、生産体制の支援を行いながら、振興に向けた取組みを進めていきます。

❹ 強く漕ぎだす産 業 をつくる

❺ 自ら経 営 の舵を切る

　 近年、人口減少や地方分権の進展など刻々と時代が変化していくなかで、行政だけで

は多様化する市民のニーズや地域の課題に対応することが難しくなっています。その解

決に向け、地域と行政が役割を分担しながら、地域の課題解決を図る協働※のまちづくり

の必要性が高まっています。

　 平戸市の地域コミュニティは、子どもや高齢者などの見守り、助け合いなどの相互扶

助、伝統文化の維持など様々な機能を担ってきました。しかし、人口減少とライフスタイル

の多様化、価値観の変化などにより、地域内のつながりが希薄になってきています。市民

アンケート調査において「コミュニティ活動 (地域活動) にどの程度参加しているか」をみ

ると、20・30歳代の若い世代の参加率が他の世代と比較して低くなっています。

　 地域コミュニティは、住民同士の絆を深め、人口流出の抑制、子育て支援、産業の振興

などに重要な役割を担っていることから、一人でも多くの地域住民が地域コミュニティに

関心をもち、自らの問題として考え行動することが大切です。地域コミュニティの自立に

おいては、地域で暮らす地域住民のアイデアを活かしたコミュニティビジネスなど、地域で

稼げる仕組みをつくり、地域の活性化を進めていきます。

❷ まちの灯台を灯す 絆 を紡ぐ

※　協働：市民、自治会・町内会、ボランティア団体、NPO、事業者、企業、市などのさまざまな主体が、公共の利益に資する
　　同一の目的を持って取り組むまちづくり活動に対し、対等の立場で連携のうえ、協力及び協調して取り組むこと。



　 平戸市は、美しく豊かな自然に囲まれており、海外交流などを示す歴史的遺跡をは

じめ数多くの文化財を有するなど魅力あふれるまちです。我が国では、平成28 

（2016）年の訪日外国人観光客が初めて2,000万人を超え、平戸市における外国人

宿泊者数も増加していることから、今後も外国人観光客の増加が予測されます。

　 市民アンケート調査結果をみると「地域の資源を活かした観光の振興」の満足度は低

く、重要度は高いという結果となっています。

　 平戸市では、平成26(2014)年に行った全国初の「CO²排出ゼロ都市宣言」のも

と、豊かな自然環境を保全しながら、今後は、平戸市が持つ自然や文化財などの地域

資源を最大限に活用し、魅力と価値を高め、情報発信するとともに、観光を強い産業に

育成し、多くの観光客が集う、交流とにぎわいの拠点づくりに取り組みます。

※　イノベーション：新しいものを生産する、あるいは既存のものを新しい方法で生産すること。

基
本
構
想

基
本
計
画

資
　
料
　
編

共通

1

2

3

4

5

6

地域

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

18 19

❸ 魅 力 を描いた帆をあげる

　 国では、令和42(2060)年に1億人程度の人口を確保する中長期展望を表した長

期ビジョンを示し、施策の基本的方向や具体的な施策をまとめた「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」を策定しました。これをふまえ、全国のすべての都道府県・市町村におい

て、地方人口ビジョン及び地方版総合戦略の策定が求められました。人口減少と地域

経済縮小の克服、東京一極集中を是正するため、地方自治体自らが考え、責任を持っ

て戦略を推進することとなっています。このように地方分権が加速することで、地域の

独自性と個性が際立つ時代に突入していきます。平戸市も限られた財源と人材を有効

に活用しながら、市民の自主性を活かすとともに、市民との協働と創意工夫により特

色のある地域経営を進めていきます。

　 近年、日本経済はますますグローバル化し、情報通信技術によるイノベーション※の

進展などにより、産業構造は大きく変化しており、刻々と変化する時代の潮流に、的確

に対応していくことが求められています。

　 市民アンケート調査結果をみると「企業誘致や雇用対策、就業環境」の満足度は低

く、重要度は高いという結果となっています。今後も、新たな仕事を生み出すための企

業誘致、創業支援、及び市内企業などの振興に継続して取り組み、雇用創出につなげ

ていきます。

　 また、地域経済を支える産業である農林水産業については、地域資源の維持・活用や

担い手の確保、生産体制の支援を行いながら、振興に向けた取組みを進めていきます。

❹ 強く漕ぎだす産 業 をつくる

❺ 自ら経 営 の舵を切る

　 近年、人口減少や地方分権の進展など刻々と時代が変化していくなかで、行政だけで

は多様化する市民のニーズや地域の課題に対応することが難しくなっています。その解

決に向け、地域と行政が役割を分担しながら、地域の課題解決を図る協働※のまちづくり

の必要性が高まっています。

　 平戸市の地域コミュニティは、子どもや高齢者などの見守り、助け合いなどの相互扶

助、伝統文化の維持など様々な機能を担ってきました。しかし、人口減少とライフスタイル

の多様化、価値観の変化などにより、地域内のつながりが希薄になってきています。市民

アンケート調査において「コミュニティ活動 (地域活動) にどの程度参加しているか」をみ

ると、20・30歳代の若い世代の参加率が他の世代と比較して低くなっています。

　 地域コミュニティは、住民同士の絆を深め、人口流出の抑制、子育て支援、産業の振興

などに重要な役割を担っていることから、一人でも多くの地域住民が地域コミュニティに

関心をもち、自らの問題として考え行動することが大切です。地域コミュニティの自立に

おいては、地域で暮らす地域住民のアイデアを活かしたコミュニティビジネスなど、地域で

稼げる仕組みをつくり、地域の活性化を進めていきます。

❷ まちの灯台を灯す 絆 を紡ぐ

※　協働：市民、自治会・町内会、ボランティア団体、NPO、事業者、企業、市などのさまざまな主体が、公共の利益に資する
　　同一の目的を持って取り組むまちづくり活動に対し、対等の立場で連携のうえ、協力及び協調して取り組むこと。



第2部

まちづくり設計図
～平戸市のいまと、これからつくる未来～

第１章　平戸市の構図

第２章　平戸市のデザイン

第３章　みんなでやるばいプロジェクト

「まちづくり設計図」
～旅立ちへの心構え～

みんなで考える

　私たちは、見定めた針路へ旅立つ心構えはできているで
しょうか。

　平戸には先人たちから受け継いできた美しい自然、海外
に飛躍してきた雄大な歴史、人々が愛しみ育んできた文化
という平戸独自の「宝」があります。

　私たちはこの「宝」を大切に守り伝えてきました。

　しかし、未来への航海は決して穏やかではありません。夢
あふれるまちへ帆を進めるには、守るだけではなく、この
「宝」に磨きをかけ、今までにない輝きを魅せることが必要
です。
　
　私たちはこの地で生きてきた誇りと絆があります。手を
取り、知恵を絞り、変化をもたらす勇気を携えて、私たちの
描く未来を実現させましょう。

　そして、この輝きを受け継ぐ人々もまた新たな平戸の
「宝」となることでしょう。

　ここに描く「まちづくり設計図」を胸に、未知なる航海へ
強い誇りを持ち旅立ちましょう。

Story 
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■ 1　平戸市のすがた

■ 2　平戸市のあゆみ

■平成17（2005）年10月

■平成18（2006）年  3月

■平成19（2007）年  3月

■平成19（2007）年11月

■平成20（2008）年  3月

■平成20（2008）年  6月

■平成21（2009）年  9月

■平成21（2009）年12月

■平成22（2010）年  2月

■平成22（2010）年  4月

■平成23（2011）年  9月

■平成23（2011）年  9月

■平成24（2012）年  2月

■平成25（2013）年10月

■平成26（2014）年  9月

■平成26（2014）年10月

■平成27（2015）年  3月

■平成27（2015）年  3月

■平成27（2015）年  8月

■平成29（2017）年  1月

新「平戸市」誕生

「財政危機宣言」を行う

的山大島風力発電所プロジェクト完成

「生涯学習都市宣言」を行う

平戸市総合計画策定

「平戸市大島村神浦伝統的建造物群保存地区」が国の重要

伝統的建造物群保存地区に選定

「財政危機宣言」解除

阿奈田ダム完成

「平戸島の文化的景観」が県内初の国の重要文化的景観に選定

平戸大橋・生月大橋の通行料金無料化

平戸オランダ商館開館

オランダ王国ノールトワイケルハウト市と姉妹都市締結

田平港シーサイドエリア活性化施設「平戸瀬戸市場」オープン

「棲霞園及び梅ヶ谷津偕楽園」が国の名勝（庭園）に指定

「CO2排出ゼロ都市宣言」を行う

長崎がんばらんば国体開催（相撲・軟式野球）

ふるさと納税※寄附額が約15億円と全国の自治体で日本一

となる

「平戸市ずっと住みたいまち創出条例」制定

「平戸市未来創造館」(ＣＯＬＡＳ平戸)開館

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」ユネスコに

推薦書提出

※　ふるさと納税：地方自治体への寄附を通じて、地域創生に参加できる制度のこと。

第1章
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24 25

■ 3　平戸市の誇り

私たちの平戸市はこんなまち！

日本で唯一
山鹿流によって
つくられた

平戸城があるよ!

生月大橋の
中央径間400ｍは、
三径間連続トラス橋
としては世界一

だよ!

日本で初めて
サツマイモが
植えられたよ!

平戸市は
禅宗伝来の地だよ!

像高18ｍ、
胸像としては

日本一の高さを誇る
魚籃観音胸像
があるよ!

大島から日本一の
種牛「勝乃幸」が
産まれたよ!

日本最西端駅
である

たびら平戸口駅
があるよ!

日本と
イギリスの

外交関係は1613年
に平戸から
始まったよ!

オランダ商館は
日本で初めて
つくられた

ヨーロッパ様式の
建物だよ!田平の海寺跡に

あるハクモクレンは
日本一の巨樹だよ!
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■ 4　平戸市の宝

全長665ｍ。夜になるとイルミネーショ
ンが灯り、平戸瀬戸を幻想的に彩ります。
また、平戸大橋の下には公園があり大橋
をバックに美しい写真を撮ることができ
ます。

平戸大橋

全長960ｍ。橋を渡った辺り一帯は、大
橋公園として整備されており生月の特産
品を販売する売店や観光案内所、橋を一
望できる展望所などがあります。

生月大橋

100ｍほど切り立つ断崖の上に立つ白亜の灯
台。360度パノラマで展望できます。

大バエ灯台

ロマネスク様式の赤レンガづくりの教会で、鉄
川与助の代表作といわれています。
（国指定重要文化財）

田平天主堂

大島の北東部に連なる断崖。断崖上部にはキャ
ンプ場と展望所があります。

●市内の教会群　●平戸島の文化的景観　●川内峠　●人津久海水浴場　●平戸神楽
●生月サンセットウェイ　●大島村神浦の町並み（重要伝統的建造物群保存地区）

大賀断崖

平戸藩松浦氏の居城で、別名亀岡城とも
呼ばれます。城の建築方法としては珍し
い山鹿流によって建てられた城です。

平戸城

平戸ザビエル記念教会と光明寺、瑞雲寺
が交差して見える風景。日本と西洋の文
化を感じさせる平戸を代表する景観の
ひとつとなっています。

寺院と教会の見える風景

あごは秋に船曳網漁で漁獲される平戸の代表的
な魚で、主に加工用の原材料（焼きあご）として
利用されています。

あご（トビウオ）

平戸市の南端にあり、標高は347ｍ。山頂部が円
錐状に突出した露岩となっています。

志々伎山（しじきさん）

日本の快水浴場百選にも選ばれた美しい海水浴
場。透明度の高い海水に、白い砂浜が特徴です。

根獅子海水浴場

※平戸市の宝は市民アンケートを参考に記載しています。
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■ 財政状況の推移

■ 収入（歳入）・支出（歳出）の推移

平成28年度
（2016年）

平成29年度
（2017年）

平成30年度
（2018年）

令和元年度
（2019年）

令和2年度
（2020年）

令和3年度
（2021年）
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（％）財政状況の推移

100.0

経常収支比率支出総額収入総額

■ 平成28（2016）年度収入の内訳

■ 令和3（2021）年度収入の内訳

収入合計：274億円
自主財源：  70億円（25.4％）

収入合計：287億円
自主財源：  55億円（19.1％）

市税
28億円
10.1％

市税
27億円
9.4％

その他
21億円
7.4％

その他
17億円
5.9％

地方譲与税など
8億円
2.9％

地方譲与税など
11億円
3.8％

地方交付税
111億円
40.7％

地方交付税
113億円
39.4％

国庫支出金
30億円
10.9％

国庫支出金
49億円
17.1％

県支出金
29億円
10.1％

県支出金
21億円
7.8％

市債
34億円
12.3％

市債
30億円
10.5％

寄附金（ふるさと納税）
16億円
6.1％

寄附金（ふるさと納税）
7億円
2.4％

使用料・手数料など
5億円
1.8％

使用料・手数料など
4億円
1.4％

自
主
財
源

自
主
財
源
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■ 平成28（2016）年度支出の内訳

■ 令和3（2021）年度支出の内訳

支出合計：268億円

支出合計：278億円

総務費
53億円
19.7％

民生費
68億円
25.3％

公債費
40億円
15.0％

教育費
21億円
7.7％

衛生費
30億円
11.3％

農林水産業費
18億円
6.5％

土木費
18億円
6.9％

消防費
8億円
3.0％

商工費
7億円
2.7％

災害復旧費
3億円
1.1％

その他
2億円
0.8％

総務費
45億円
16.1％

民生費
77億円
27.5％

公債費
32億円
11.6％

教育費
24億円
8.6％

衛生費
29億円
10.5％

農林水産業費
22億円
8.0％

土木費
18億円
6.5％

消防費
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4.0％

商工費
14億円
4.9％

災害復旧費
4億円
1.5％

その他
2億円
0.8％

■ 借入金と貯金の推移
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■ 人口の推移

年齢三区分別人口の推移

資料：国勢調査

資料：国勢調査

0-14歳 15-64歳 65歳以上

年齢三区分別人口割合の推移

0-14歳 15-64歳 65歳以上

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

昭和55年
（1980年）

昭和60年
（1985年）

平成2年
（1990年）

平成7年
（1995年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

令和2年
（2020年）

50,849

6,593

31,407

12,849

（人）

48,719

7,182

30,222

11,315

46,572

8,218

28,482

9,872

43,966

9,619

25,827

8,520

41,586

10,857

23,534

7,195

38,389

11,455

21,225

5,709

34,905

11,579

18,850

4,476

31,920

11,918

16,282

3,720

29,365

12,164

13,817

3,384

人口推計
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30,000
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10,000

5,000

（人）

34,905

31,920

29,365

26,778

24,457

22,396
20,561

18,965
17,626

16,574
15,789

9,652
11,327

13,248

15,440

17,875

20,430

23,132

25,964

28,890

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

令和2年
（2020年）

令和7年
（2025年）

令和12年
（2030年）

令和17年
（2035年）

令和22年
（2040年）

令和27年
（2045年）

令和32年
（2050年）

令和37年
（2055年）

令和42年
（2060年）

平戸市独自推計社人研推計

■ 人口の将来展望

令和12年
（2030年）

23,132人

約25,000人

令和22年
（2040年）

17,875人

約21,000人

令和32年
（2050年）

13,248人

約18,000人

令和42年
（2060年）

9,652人

約16,000人
平 戸 市
独自推計

社 人 研
推　　計

合計特殊出生率：１人の女性が一生の間に平均何人の子どもを産むかを示す指標で、15歳から49歳までの女性の
年齢別出生数を合計した数値。
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33.2

54.0

12.8

平成27年
（2015年）

37.3

51.0

11.7

令和2年
（2020年）

41.4

47.1

11.5
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第2章

平戸市のデザイン

●これまでの平戸市

■ 1　計画の目的

●国の動き

●社会の変化

一億総活躍社会：第3次安倍晋三改造内閣の目玉プラン。少子高齢化に歯止めをかけ、50年後も1億人を維持し、国
民一人ひとりが活躍できる社会を目指すもの。

※
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平 戸市のデザイン

●これまでの平戸市

■ 1　計画の目的

●国の動き

●社会の変化

一億総活躍社会：第3次安倍晋三改造内閣の目玉プラン。少子高齢化に歯止めをかけ、50年後も1億人を維持し、国
民一人ひとりが活躍できる社会を目指すもの。

※
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■ 2　平戸市未来創造羅針盤の特徴

1.まちづくりの最も上位に位置づけられる計画

2.まちづくり全般にわたる総合的な計画

3.将来目標の実現に向けて、市民と行政が共有する計画

アクションプラン
（実施計画）

まちづくりデッサン
（基本計画）

個別計画 総合戦略

人口ビジョン 人口ビジョン：
将来的な人口の予測を行い、今後
の人口規模のビジョンを示す。

総合戦略：
人口ビジョンで示された人口の将
来展望を実現させるため、「まち・
ひと・しごと」の観点から平戸市を
活性化させる戦略を示す。　

まちづくり未来図・設計図
（基本構想）

平戸市未来創造羅針盤

1.まちづくり未来図・設計図

2.まちづくりデッサン

3.アクションプラン

●これからの平戸市
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■ 2　平戸市未来創造羅針盤の特徴

1.まちづくりの最も上位に位置づけられる計画

2.まちづくり全般にわたる総合的な計画

3.将来目標の実現に向けて、市民と行政が共有する計画  

後期 令和 ５ 2023  

９ 7

アクションプラン
（実施計画）

まちづくりデッサン
（基本計画）

個別計画 総合戦略

人口ビジョン 人口ビジョン：
将来的な人口の予測を行い、今後
の人口規模のビジョンを示す。

総合戦略：
人口ビジョンで示された人口の将
来展望を実現させるため、「まち・
ひと・しごと」の観点から平戸市を
活性化させる戦略を示す。　

まちづくり未来図・設計図
（基本構想）

平戸市未来創造羅針盤

1.まちづくり未来図・設計図

2.まちづくりデッサン

3.アクションプラン

●これからの平戸市
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■ 第２次平戸市総合計画の期間

H30年度
（2018年）

R元年度
（2019年）

R2年度
（2020年）

R3年度
（2021年）

R4年度
（2022年）

R5年度
（2023年）

R6年度
（2024年）

R7年度
（2025年）

R8年度
（2026年）

R9年度
（2027年）

まちづくり未来図・設計図（平成30（2018）～令和9（2027）年度）

毎年度見直し

アクションプラン

アクションプラン

アクションプラン

まちづくりデッサン（前期）
（平成30（2018）～令和4（2022）年度）

まちづくりデッサン（後期）
（令和5（2023）～令和9（2027）年度）
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まちづくり未来図・設計図（平成30（2018）～令和9（2027）年度）

毎年度見直し

アクションプラン

アクションプラン

アクションプラン

まちづくりデッサン（前期）
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きずなをつなぐプロジェクト
【協働、地域コミュニティ、シビックプライド】

共通プロジェクト

市民と行政の協働によるまちづくりとずっと住み続けたい平戸市の創出

しごとをひろげるプロジェクト
【産業、雇用】

基本プロジェクト

地域の特色を活かした産業振興による経済の活性化

1

ひとをそだてるプロジェクト
【子育て、教育】

基本プロジェクト

子どもを安心して産み育て生涯を通して学べる環境の充実

2

くらしをまもるプロジェクト
【保健、医療、福祉】

基本プロジェクト

生きがいを感じ安心していきいきと暮らせる地域の形成

3

まちをつくるプロジェクト
【定住・移住、自然環境、生活基盤】

基本プロジェクト

まちの活気をつくる定住・移住の促進と安心できる生活空間の確保

4

たからをみせるプロジェクト
【観光、文化、シティプロモーション】

基本プロジェクト

観光平戸の再生とシティプロモーション※による交流人口の拡大

5

ちからをつけるプロジェクト
【行財政運営】

基本プロジェクト

効果的・戦略的な行政経営の推進

6

シティプロモーション：地域の魅力を喚起し、市の知名度やイメージを向上させる活動のこと。※

みんなでやるばいプロジェクト
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実現するために

重点的な取組み

しごとをひろげるプロジェクト
【産業、雇用】

基本プロジェクト

地域の特色を活かした産業振興による経済の活性化

1

実現するために

重点的な取組み

きずなをつなぐプロジェクト
【協働、地域コミュニティ、シビックプライド】

共通プロジェクト

市民と行政の協働によるまちづくりとずっと住み続けたい平戸市の創出
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実現するために

重点的な取組み

しごとをひろげるプロジェクト
【産業、雇用】

基本プロジェクト

地域の特色を活かした産業振興による経済の活性化

1

実現するために

重点的な取組み

きずなをつなぐプロジェクト
【協働、地域コミュニティ、シビックプライド】

共通プロジェクト

市民と行政の協働によるまちづくりとずっと住み続けたい平戸市の創出
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44 45

実現するために

重点的な取組み

地域包括ケアシステム：高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもと、可能な限り住み慣れた地域で、自分
らしい暮らしを続けることができるような、地域の包括的な支援・サービス提供体制のこと。

※

くらしをまもるプロジェクト
【保健、医療、福祉】

基本プロジェクト

生きがいを感じ安心していきいきと暮らせる地域の形成

3

実現するために

重点的な取組み

地域共生社会：制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を越えて、地域住民や地域の多様な主体
が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を越えつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をと
もに創っていく社会のこと。
ＩＣＴ（Information and Communication Technology）：IT（情報技術）に、コミュニケーション（通信、意思疎通）
の概念を加えたもので、ネットワーク通信により知識や情報を共有すること。

※

※

ひとをそだてるプロジェクト
【子育て、教育】

基本プロジェクト

子どもを安心して産み育て生涯を通して学べる環境の充実

2
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実現するために
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地域包括ケアシステム：高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもと、可能な限り住み慣れた地域で、自分
らしい暮らしを続けることができるような、地域の包括的な支援・サービス提供体制のこと。

※

くらしをまもるプロジェクト
【保健、医療、福祉】

基本プロジェクト

生きがいを感じ安心していきいきと暮らせる地域の形成

3

実現するために

重点的な取組み

地域共生社会：制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を越えて、地域住民や地域の多様な主体
が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を越えつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をと
もに創っていく社会のこと。
ＩＣＴ（Information and Communication Technology）：IT（情報技術）に、コミュニケーション（通信、意思疎通）
の概念を加えたもので、ネットワーク通信により知識や情報を共有すること。

※

※

ひとをそだてるプロジェクト
【子育て、教育】

基本プロジェクト

子どもを安心して産み育て生涯を通して学べる環境の充実

2
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実現するために

重点的な取組み

ＤＭＯ（Destination Management Organization）：経営の視点を持ち、魅力ある観光地域づくりを主導的かつ持
続的に推進し、新たな観光市場を創造する組織のこと。

※

たからをみせるプロジェクト
【観光、文化、シティプロモーション】

基本プロジェクト

観光平戸の再生とシティプロモーションによる交流人口の拡大

5

実現するために

重点的な取組み

温室効果ガス：二酸化炭素・メタン・亜酸化窒素・フロンなど、地球に温室効果をもたらすガスのこと。
脱炭素：地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの排出量をゼロにすること。
再生可能エネルギー：太陽光や風力、地熱といった地域資源の一部など自然界に常に存在するエネルギーのこと。
石油や石炭、天然ガスなどの化石エネルギーとは違い、一度利用しても比較的短期間に再生可能。
自主防災組織：主に自治会など、地域住民が日常生活上の一体性を感じられる区域を基礎単位として結成された、
災害による地域の被害を予防・軽減するための活動を行う組織。

※
※
※

※

まちをつくるプロジェクト
【定住・移住、自然環境、生活基盤】

基本プロジェクト

まちの活気をつくる定住・移住の促進と安心できる生活空間の確保

4
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実現するために

重点的な取組み

ＤＭＯ（Destination Management Organization）：経営の視点を持ち、魅力ある観光地域づくりを主導的かつ持
続的に推進し、新たな観光市場を創造する組織のこと。

※

たからをみせるプロジェクト
【観光、文化、シティプロモーション】

基本プロジェクト

観光平戸の再生とシティプロモーションによる交流人口の拡大

5

実現するために

重点的な取組み

温室効果ガス：二酸化炭素・メタン・亜酸化窒素・フロンなど、地球に温室効果をもたらすガスのこと。
脱炭素：地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの排出量をゼロにすること。
再生可能エネルギー：太陽光や風力、地熱といった地域資源の一部など自然界に常に存在するエネルギーのこと。
石油や石炭、天然ガスなどの化石エネルギーとは違い、一度利用しても比較的短期間に再生可能。
自主防災組織：主に自治会など、地域住民が日常生活上の一体性を感じられる区域を基礎単位として結成された、
災害による地域の被害を予防・軽減するための活動を行う組織。

※
※
※

※

まちをつくるプロジェクト
【定住・移住、自然環境、生活基盤】

基本プロジェクト

まちの活気をつくる定住・移住の促進と安心できる生活空間の確保

4
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実現するために

重点的な取組み

豊かな資源を活かした光輝く交流のまちづくり
～歴史・文化・自然の宝庫　平戸北部～

平戸北部地区
［目指すべき姿］

実現するために

重点的な取組み

ＤＸ（Digital Transformation）：企業や行政機関などが環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用
して、顧客や社会のニーズをもとに、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務や、組織、プロセ
ス、組織文化・風土を変革すること。

※

ちからをつけるプロジェクト
【行財政運営】

基本プロジェクト

効果的・戦略的な行政経営の推進

6
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実現するために

重点的な取組み

豊かな資源を活かした光輝く交流のまちづくり
～歴史・文化・自然の宝庫　平戸北部～

平戸北部地区
［目指すべき姿］

実現するために

重点的な取組み

ＤＸ（Digital Transformation）：企業や行政機関などが環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用
して、顧客や社会のニーズをもとに、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務や、組織、プロセ
ス、組織文化・風土を変革すること。

※

ちからをつけるプロジェクト
【行財政運営】

基本プロジェクト

効果的・戦略的な行政経営の推進

6
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実現するために

重点的な取組み

奥平戸から新たな風をつくり出すまちづくり
～豊かな自然や恵みと共にひとが輝く　平戸南部～

平戸南部地区
［目指すべき姿］

実現するために

重点的な取組み

「歴史」「恵み」「祈り」のまちづくり
～平戸の魅力が凝縮された未来あふれるまち　平戸中部～

平戸中部地区
［目指すべき姿］
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実現するために

重点的な取組み

奥平戸から新たな風をつくり出すまちづくり
～豊かな自然や恵みと共にひとが輝く　平戸南部～

平戸南部地区
［目指すべき姿］

実現するために

重点的な取組み

「歴史」「恵み」「祈り」のまちづくり
～平戸の魅力が凝縮された未来あふれるまち　平戸中部～

平戸中部地区
［目指すべき姿］
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実現するために

重点的な取組み

活かせ!!海・山・歴史。いっちょやるばい田平おこし
～住み続けたいふるさと　田平～

田平地区
［目指すべき姿］

実現するために

重点的な取組み

未来へつなごう！人情味あふれるまちづくり
～つんので　やろかい　ワクワク　生月～

生月地区
［目指すべき姿］
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実現するために

重点的な取組み

活かせ!!海・山・歴史。いっちょやるばい田平おこし
～住み続けたいふるさと　田平～

田平地区
［目指すべき姿］

実現するために

重点的な取組み

未来へつなごう！人情味あふれるまちづくり
～つんので　やろかい　ワクワク　生月～

生月地区
［目指すべき姿］
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実現するために

重点的な取組み

「行こう！憩こう！度島」のまちづくり
～自然・人情豊かな　伝統の郷（さと）　度島～

度島地区
［目指すべき姿］

実現するために

重点的な取組み

島に希望を見い出すまちづくり
～未来への風が吹く宝島　的山大島～

大島地区
［目指すべき姿］
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実現するために

重点的な取組み

「行こう！憩こう！度島」のまちづくり
～自然・人情豊かな　伝統の郷（さと）　度島～

度島地区
［目指すべき姿］

実現するために

重点的な取組み

島に希望を見い出すまちづくり
～未来への風が吹く宝島　的山大島～

大島地区
［目指すべき姿］




